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サービスポートインターフェイスについて
サービスポートインターフェイスはサービスポートを介した通信を制御し、サービスポートに

対して静的にマッピングされます。サービスポートは DHCPを使用して IPアドレスを取得した
り、固定 IPアドレスを割り当てたりすることはできますが、サービスポートインターフェイス
にデフォルトゲートウェイを割り当てることはできません。サービスポートへのリモートネッ

トワークアクセスに使用される静的なルートはコントローラを通じて定義できます。

サービスポートインターフェイスの設定に関する制限
• Cisco 7500シリーズコントローラと Cisco 5500シリーズコントローラにのみ、外部ネット
ワークから到達可能な物理サービスポートインターフェイスがあります。

サービスポートインターフェイスの設定（GUI）

ステップ 1 [Controller] > [Interfaces]の順に選択して、[Interfaces]ページを開きます。

ステップ 2 サービスポートリンクをクリックして、[Interfaces > Edit]ページを開きます。

ステップ 3 次の Service-Port Interfaceパラメータを入力します。
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サービスポートインターフェイスでは、工場出荷時にコントローラに設定されたサービスポー

トのMACアドレスが使用されます。
（注）

• DHCPプロトコル（有効）

• DHCPプロトコル（無効）および IPアドレスと IPネットマスク

ステップ 4 [Save Configuration]をクリックして、変更を保存します。

ステップ 5 管理インターフェイスまたは仮想インターフェイスに何らかの変更を行ったときに変更を有効にするに

は、コントローラをリブートします。

サービスポートインターフェイスの設定（CLI）

ステップ 1 次のコマンドを入力して、現在のサービスポートインターフェイスの設定を表示します。
show interface detailed service-port

サービスポートインターフェイスでは、工場出荷時にコントローラに設定されたサービスポー

トのMACアドレスが使用されます。
（注）

ステップ 2 次のコマンドを入力し、サービスポートインターフェイスを定義します。

• DHCPサーバを設定するには、次のコマンドを入力します。

config interface dhcp service-port enable

• DHCPサーバを無効にするには、次のコマンドを入力します。

config interface dhcp service-port disable

• IPアドレスを設定するには、次のコマンドを入力します。

config interface address service-port ip-addr ip-netmask

ステップ 3 このサービスポートは、コントローラの帯域外管理に使用されます。管理ワークステーションがリモー

トサブネットにある場合、このリモートワークステーションからコントローラを管理するには、コント

ローラにルートを追加する必要があります。そのためには、次のコマンドを入力します。
config route add network-ip-addr ip-netmask gateway

ステップ 4 save configコマンドを入力して、変更を保存します。

ステップ 5 show interface detailed service-portコマンドを入力して、変更内容が保存されていることを確認します。

   Cisco ワイヤレス LAN コントローラコンフィギュレーションガイド、リリース 7.6
2 OL-30339-01-J   

サービスポートインターフェイスの設定

サービスポートインターフェイスの設定（CLI）


	サービス ポート インターフェイスの設定
	サービス ポート インターフェイスについて
	サービス ポート インターフェイスの設定に関する制限
	サービス ポート インターフェイスの設定（GUI）
	サービス ポート インターフェイスの設定（CLI）


